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Ⅲ　相談実施技法

　【資料】キャリアコンサルティングの流れ
 

（資料出所：厚生労働省「キャリアコンサルティングの流れ」）

（2）キャリアコンサルティングの特徴
・キャリアコンサルティングにおいても、キャリアコンサルタントとクライエントとの間に「暖

かい人間関係」がなければ、コンサルティングは成立しない。その点では、感情を重視する。
・しかし、キャリアコンサルティングにおいては、来談者との間に「質の高い人間関係」が成立し、

来談者が「良い心の状態になった」だけでは問題は解決しない。「就職する」「自分の適職を
見つける」などの具体的目標を達成しなければ、一般的にはコンサルティングは終わらない。

・キャリアコンサルティングが折衷的アプローチをとるのは、キャリアに関するコンサルティ
ングとして、それ自体正当なことであり、目的と現実に適っているからである。

・キャリアコンサルティングと言えども、カウンセリングである以上、コンサルタントとクラ
イエントとの間に真の意味のカウンセリング関係が成立しなければ、コンサルティングその
ものが成り立たない。

（3）�キャリアコンサルティングのアプローチ（包括的・折衷的アプローチ）とキャリアコンサル
タントに必要な基本的態度・技能

・キャリアコンサルティングもカウンセリングの1分野である以上、その原理・原則やキャリア
コンサルタントに必要とされる基本的な態度、技能などは、一般のカウンセリングと同じで
ある。具体的には、

①キャリアコンサルティングに不可欠なものは「温かい信頼に満ちた人間関係」である。
②キャリアコンサルタントは、受容、共感的理解、自己一致などの基本的態度を身につけなけ

ればならない。

●興味・適性・能力等の明確化
●職業経験の棚卸し
●労働市場、企業等に関する情報提供
●職務に求められる能力、キャリアルートなどの理解

●キャリア・プラン（職業生活設計）の作成
●中長期的目標及び短期的目標の設定
●能力開発・教育訓練等に関する情報提供

●方策の実行（活動）状況を把握しつつ、
　必要に応じてサポート

●異動、昇進、就職、転職・・・

① 自己理解
② 仕事理解
③ 啓発的経験

今後の職業生活設計・
目標の明確化等に係る
④ 意思決定

職業選択・求職活動・
能力開発等の
⑤ 方策の実行

新たな仕事への
⑥ 適応

キャリア形成
職務経験や教育訓練の受講等を積み重ねていくことによる、
段階的な職業能力の形成


